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Abstract 

本研究では、学校におけるダンス教育のうち、表現と創作ダンスに焦点をあて、学習指導要領における学
習内容や指導の手がかりについての変遷を検討する。欧米で始まったダンスを取り入れ、昭和 22 年の学校
体育指導要綱に創作ダンスが位置付けられた。それ以降ダンスの中心的教材として維持されているものの、
基礎運動や既成作品、リズミカルな動き等の表現や創作の手がかりといえるものを手放したことにより、体
育指導者の指導しづらさにつながっている可能性がある。また、学習指導要領には、ラバンが提唱した動き
の質（エフォート）が取り入れられており、創作活動において大いに手がかりとなる。今後は、動きの質を
経験させることで動きの幅を広げ、動きづくりや即興表現につなげることが必要である。 

キーワード：創作ダンス、基礎運動、既成作品、動きの質、即興表現 
 
In this study, we focus on expression and creative dance in dance education at school, and examine 

the transition of the contents and clues of instruction in the course of study. Incorporating the dance 
that began in Europe and the United States, creative dance was positioned in the physical education 
guidelines of 1947.Since then, it has been maintained as the main teaching material for dance education, 
but it is difficult for physical education teachers to teach because the clues for expression and creation 
(basic movements, ready-made works, rhythmic movements) have disappeared from the course of study. 
In addition, the quality of movement (effort) advocated by Laban is incorporated into the course of study, 
which is a great clue in creative activities. In the future, it will be necessary to broaden the more types 
and variations for movement creation and improvisational expression. 

Key words : Creative dance, basic movement, ready-made work, quality of movement, 
improvisational expression 

 

1 はじめに 

今学校体育におけるダンスの領域は、小学校では

表現運動として表現、リズムダンス、フォークダン

ス、中学校・高等学校では創作ダンス、現代的なリ

ズムのダンス、フォークダンスのそれぞれ3つから

なる。現代的なリズムのダンスは、平成10年（1998

年）の中学校、高等学校の学習指導要領から導入さ

れ、平成 20年（2008）から中学校でダンスは男女

必修となり、ダンスの領域は広がりを見せている。 

しかし、創作ダンスは昭和 22 年(1947)の学校体

育指導要綱に位置付けられて現在まで続くダンス教

材にもかかわらず、指導上のむずかしさがある。大

橋 1)（2016）は、表現運動・ダンスに関する論文に

重複して記述されている問題点をまとめ、「表現運動、

ダンス領域の指導はむずかしい」としている。具体

的には、「授業のイメージがない」、「何を教えてよい

かわからない」、「表現・創作ダンスが特に苦手だと

感じている教員が多い」、「恥ずかしがって子供たち

が動かない」、「リズムダンス・現代的なリズムのダ

ンスしか実施されていない」等をあげている。 

また、中学校や高等学校では3つのダンスから選

択して履修できるため、中村 2)（2013）はダンス種

目の採択率が男子、女子、共習クラスのいずれにお

いても現代的なリズムのダンスが最も高く年々増加

しているとしており、教員の指導力や指導体制に懸

念を示している。 

学習指導要領は約 10 年ごとに改訂されており、

社会の変化を見据えて児童生徒がこれから生きてい
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くために必要な資質や能力について見直しを行って

いる（文部科学省、平成23年）。ダンスの領域では、

基本的なダンスの枠組みを押さえながら、先に述べ

たような指導のむずかしさに向き合い内容を改訂ご

とに改善してきたものと推察される。 

そこで本研究では、欧米に誕生し日本の学校体育

に根付いた創作ダンスに絞り、我が国の学習指導要

領における学習内容や創作の過程での指導上の手が

かりの変化を学習指導要領の変遷をたどり整理する

ことにより、指導のむずかしさの解決の糸口をさぐ

る。 

 

2 先行研究の検討 

松本 3) が、大正・昭和前期の舞踊教育について、

ダンスに関わる研究者実践家たちの著作の数々を年

表を付けてまとめている。また、太田 4) が戦後間も

ない時期にみるダンスの教育的意義を検討するため、

昭和22年の学校体育指導要綱から昭和26年の中学

校・高等学校学習指導要領（1951）までの体育家と

舞踊家のダンス教材に関する主張をまとめている。

さらに、中村 2) は明治期から平成 20 年の学習指導

要領の改訂までの中で、主に平成元年以降の学習指

導要領の内容の取扱いや履修方法等についてまとめ

考察している。中村は、長期にわたりダンス教育の

変遷をまとめているが、学習内容や指導の手がかり

についての記述は少ない。 

 

3 創作ダンスの始まり 

(1) 欧米の美的律動運動派の台頭 

19世紀後半、創作ダンスはツルネン（ドイツ体操） 

に代表される形式化、固定化した体操にとって替

わる「美的律動運動派」5)（升元、昭和 7 年）の運

動として始まった（図１）。体操の創始者の一人であ

るヨハン・グーツムーツに刺激を受けた律動運動の

祖父フランソワ・デルサートは、「美学の法則を研究

し、音楽と表現芸術と演劇の総合研究」を進める。 

モダンダンスの始祖として知られるイサドラ・ダ

ンカンは、クラシックバレエに満足せず、「肉体の内

部から湧きあがる感情を形式にとらわれることなく

表すことを目指した」6)（出口、1993）。エミール・

ジャック⁼ ダルクローズは、「動きを通じて音楽の諸

概念を教える」というリトミックを理論化した。 

 

図1 美的律動運動派（升元、昭和7年） 

  ※松本千代栄3)（1983）より引用 

 

モダンダンス理論の父とも言われるルドルフ・フ

ォン・ラバンは、ダルクローズのリトミックの影響

を受けながら 7)（櫛田、2007）、「Modern Educational 

Dance（現代教育舞踊）」（ラバン､1968）を著し、

「力」・「空間」・「時間」のダンスの3要素を組み合

わせた 8 つの動きの質（エフォート）を特定する 8)

（1985）。 

ダルクローズの弟子ルドルフ・ボーデは、リズム

体操の祖である。最初の基礎研究として「表現体操」

を著し、具体的な運動として、弾む運動等の全身運

動を示す。「何らかの特定の言葉で表される感情を表

情豊かな表現へ持ち込むこと、何らかの感情のため

の決まり切った型の運動形式を教えることを拒絶す

る」9)（菅井、2007）とし、意図的な表現ではなく

自然に感情が表出される動きを目指している。マリ

ー・ヴィグマンは、ラバンとダルクローズの影響を

受け、マリー・ヴィグマン舞踊学校を作り、モダン

ダンスの裾野を広げている。 

また、20世紀初頭のアメリカでは、ジョン・デュ

ーイらのプラグマティズムに基づき、トーマス・ウ

ッドらにより、「児童中心」という標語を掲げ新しい
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体育を模索した。1927年、ウッドは「新体育」を出

版し、ドイツやスウェーデン方式の古い体操から、

児童中心主義の体育への転換を示した 10)（岸野ら、

1984）。 

そのウッドから新しい舞踊教育の提唱を託され

たのが、ゲルトルード・コルビーで、コルビーは、

①「自然（Natural）」②「自己表現（Self expression）」

③「創造性（Creativity）」という三原則を踏まえつ

つ、デルサート、ダルクローズ、ダンカンから得た

アイディアをもとに、新しい舞踊教育の形を作り上

げ 11)（寺山、2010）、ナチュラルダンスに発展させ

る。このダンスは、「形式化・鋳型化された自主性の

ない訓練の域」を脱し、「教師が教えこむのではなく

子どもからひきだす教授法、子ども自身の興味・関

心にもとづいた表現」12)（片岡、1983）を重視する。

ジョン・デューイの教えを受けたマーガレット・ド

ゥプラーは、大学を中心に研究を進め、ダンスカリ

キュラムを構築し 13)（木場、2016）、「舞踊学原論」

（1974）を著している。 

(2) 明治時代の唱歌遊戯 

明治７年（1874）、官立愛知師範学校の校長とな

った伊澤修二がフレーベルの思想を学び、唱歌遊戯

を作っている 2)（中村、2013）。明治 8 年（1875）

アメリカ留学の際に得たアメリカの曲ラブレローの

楽譜に歌詞をつけ、唱歌遊戯「胡蝶」を作り、愛知

師範学校年報に唱歌遊戯を興すの件」と同遊戯を掲

載している 14)（青山、2010）。また、森有礼による

欧化政策として、舞踏会のダンスが女学生に対する

舞踊として採用され、高等師範学校女子部や東京女

学館、学習院特別学科で舞踏の稽古が課せられた 15)

（松本、1981）。その後、欧米の新しい体操やダン

スを学んだ体操家、舞踊家により遊戯として取り入

れられていくが、遊戯を入り口とした体操を指向し

ており、具体的に遊戯が尊重されだしたのは明治後

期である 16)（塚本ら、2011）。 

明治 20 年頃、坪井玄道は官立の体操伝習所の体

操教師だったリーランドの影響で体操家となり、軽

体操の理論を構築するとともに、自らの楽しみで始

めた方舞（スクエアダンス）を東京音楽学校で教え

ている 17)（村山、1995a）。明治 32 年（1899）、井

口阿くりは文部省からアメリカ留学を命じられボス

トン体操師範学校でスウェーデン体操を学ぶ。加え

て全身運動としてのダンス（エセティック・ダンス）

を、その開拓者であるメルビン・バロー・ギルバー

トから直接学び日本に持ち帰る。また、坪井は明治

34年体操研究のため文部省により派遣され、フラン

ス、ドイツ、イギリス、アメリカを巡回し、帰国後、

行進遊戯につながる「行進運動法」（明治35年、大

日本図書）などを翻訳する 17)。 

明治37年（1904）､井口阿くり・坪井玄道・可兒

徳・川瀬元九郎・高島平三郎は、体操遊戯取調委員

会の委員となり翌 38 年には報告書を提出し、明治

39年（1906年）、「体育之理論及実際」（國光社）と

して前年の体操遊戯取調委員会の報告内容が図解つ

きで解説される。 

(3) 大正・昭和初期のダンス 

大正 2 年（1913）、学校体操教授要目が公布され

る。学校体操教授要目 18) には、体操、遊戯、教練の

教材とその段階的な指導が示されている。遊戯は、

すべての遊戯の総称で、「競争を主とする遊戯」、「発

表的動作を主とする遊戯」、「行進を主とする遊戯」

の 3 つが示されている。「競争を主とする遊戯」は

「鬼遊び」や「徒競走」、「デッドボール」等で後に

競技として扱われるものである。「発表的動作を主と

する遊戯」と「行進を主とする遊戯」は、明治時代

の後半から普及した遊戯で、「発表的動作を主とする

遊戯」には、「桃太郎」や「渦巻き」、「池の鯉」、「大

和男子」が、「行進を主とする遊戯」には「十字行進」

や「踵趾行進」、「スケーチング歩法」が例示されて

いるが、例示数は限定されている。 

「発表的動作を主とする遊戯」の「桃太郎」は、

高井徳造の「唱歌適用新編表情遊戯」（明治 35 年、

耕文社）で紹介されている。唱歌を歌いながら動作

を行う遊戯で、デルサートの影響を受けて白井規矩

郎が考案した「表情体操」の流れの遊戯である 19)（村

山、1995b）。 

「行進を主とする遊戯」は女子のみが行い、行進

と歩法に整理されている。これは、坪井や可兒の研

究成果が学校体操教授要目に取り上げられたものと

捉えることができる（村山、1995ｂ）。 

その後、学校体操教授要目は大正 15年（1926）

に 1 次改正があり 20)、「発表を主とする遊戯」は唱

歌遊戯に、「行進を主とする遊戯」は行進遊戯に名称

変更があり、教材も増えている。昭和11年（1936）
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には2次改正があり 21)、行進遊戯と唱歌遊戯は存続

し、尋常小学校1年から高等女学校まで行うことに

なる。尋常小学校 1，2 年の唱歌遊戯には、７作品

の唱歌遊戯が示されている。その１つに「蝶々」が

あり、明治 7 年伊澤が唱歌遊戯を試みた曲である。

ここでは、動きに自由度があり、「蝶々は自由に同歩

にて蝶の飛ぶ様を表現す」や「花の形は自由に工夫

させる」など創造的な作品になっている 22)（鈴木、

2003）。 

昭和17年（1942)には、第二次世界大戦の影響を

受け、唱歌遊戯は国民学校においては音楽遊戯、中

学校においては音楽運動と改名されている。当時、

教育的なダンスに関する様々な流派が研究を進めて

おり、主なものとして土川五郎の「律動的表情遊戯」

や荒木直範の「体育ダンス」、戸倉ハルの「唱歌遊戯」

等があり、理論構築と実践がなされている。律動的

表情遊戯は、「歌とリズムにより歌の感じを表現する

ものであり、ダルクローズのリトミックに類似して

いる 23)（大沼、2007）」もので、体育ダンスはアメ

リカのダンス教材であるGimnasticダンスで、荒木

はドウプラーから直接 Gimnastic ダンスの１つで

あるナチュラルダンスの理論を学んでいる 24)（廣兼、

2014）。 

昭和初期からは、舞踊教育者らにより、「創作」

という文言が記され始めている。自ら振り付けた既

成作品を発表するケースが大半ではあったが、渋井

二夫著「体育ダンス新教本 附創作法」（昭和8年、

小学館）や、印牧季雄著「学校舞踊 理論より創作

へ」（昭和8年、桜木書房）、石井漠著「舞踊の基本

と創作」（昭和13年、シンフォニー楽譜出版社）の

ように著書名にも創作という文言がはいった著書が

出版されたり 3)、戸倉が「創造する余地を残して教

授する」と述べたりしているように、多くの体操家

や舞踊家が創作についての模索をしていた 11)（寺山、

2010）ことに加え、アメリカのダンス教育の思想及

び指導内容と方法が影響を与えている 25)（片岡、

2010）。 

 

4 基本運動や既成作品を手がかりとす
るダンス 

(1) 学校体育指導要綱昭和22年（1947）26) 

昭和 22 年、学校体育指導要綱が公布される。こ

こでは、小学校では体操と遊戯に、中学校、高等学

校では、体操とスポーツに類別され、ダンスは、小

学校では遊戯の中の１つの形式として、中学校、高

等学校ではスポーツの１つの形式として示される。

小学校低学年では「表現遊び」、小学校高学年と中学

校、高等学校では「表現」が内容として位置づけら

れる。「特に女児には律動的運動を与えることが適当

である」とし、小学校高学年の表現から女子のみが

行うとしている。 

具体的には、小学校では「1 自然運動によって基

礎的身体をつくる。」、「2 生活環境や生活感情から

取材して創作的表現に導く」の 2 つ、中学校では、

「1 表現技術」、「2 作品創作」、「3 作品鑑賞」の 3

つの内容からなっている。「創作的表現」や「作品創

作」は、学校体操教授要目には見られなかった文言

で、新学習指導要領まで続く、学校におけるダンス

としての創作ダンスの源流が確認できる。 

学校体育指導要綱のダンスには、表現や創作を行

う前に「自然運動」27)（図 2）を行うことが示され

ているという特徴がある。これはイギリスで学び、

学校体育指導要綱調査委員会の委員であった伊澤エ

イの理論からきている。伊澤は、「システムに於いて

各々特徴を持っていたとしても私の感じ取ったもの

はボーデの自然体操が全部根本になっている事であ

る。」28)（髙橋ら、1988）と述べている。また、伊

図2 伊澤の指導段階（奥野ら、1988） 

※伊澤の指導の実際（収録）より作成したものを引用 
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澤は自ら記した「学校体育指導要綱解説六，ダンス

篇」（1947）に、「自然運動と基本ステップなどの基

礎的指導によって感情表現を自由にできるようにし、

漸次創作的表現に導き、身体の自然的動きの美を発

揮させ、ダンスの創作なしえるまでに導く」とし、

自然運動をあくまで創作の手がかりとして位置づけ

ている。  
(2) 学習指導要領小学校体育編（試案）昭和 24 年

（1949）29) 

各教材群の目標と指導上の留意点における創作

ダンスに関連する教材として「模倣・物語遊び」と

「リズム運動・リズム遊び」が示され、学校体育指

導要綱では遊戯の名称は外される。前者は、「大筋を

発達させ、リズム感覚を練り、観察を正確にし、表

現能力を高めて、社会的情緒的発達をはかるととも

に身体的動作の熟練度を高めるもの」で、後者は、

「音楽や手拍子などのリズムによって導かれる楽し

い活動で大筋を発達させ、リズム感覚を育て、団体

活動に参加する機会を与えて社会性の発達をはかる

とともに、好ましい行動のしかたを会得させるもの

で、これによって情操を養い、表現の技法に対する

興味を発達させ、あわせて我国や外国の民踊を理解

させるものである」としている。 

低学年では、「模倣・物語遊び」が、中学年・高

学年では、「リズム遊び・リズム運動」が位置づけら

れている。各発達段階で、多くの「リズム遊び」や

「模倣物語遊び」の作品の具体的な指導方法が、隊

形や方法、曲や拍子、指導上の留意とともに例示さ

れている。ここでは、既成作品やフォークダンス、

創作作品がミックスされて示されている。 

表1 ダンスの方法（昭和26年） 

1 身体の移動を主とする基礎運動・・8課題 

2 身体の柔軟度を養う基礎運動・・8課題 

3 生活経験から取材しての表現・・9種類 

4 既成作品による表現・・6作品例示 

5 作品の創作・・9種類のテーマの例示 

6 フォークダンス 

 

創作作品としては、「波」の指導例が、創作を促

進する曲の楽譜と創作の流れととともに示されてお

り（図3）、現行の学習指導要領に通じる「特徴を捉

えて表現する」、「即興で表現する」ことが内容に示

されている。 

(3) 中学校高等学校学習指導要領保健体育科体育編 

（試案）昭和26年（1951）30) 

ダンスという独立した領域になり、高等学校女子

の場合として、教材の解説と指導上の留意点が示さ

れている。ダンスの方法（表 1）として、基礎的な

運動や、表現の技能を向上させるために具体的な動

きや感情の例をあげている。 

まず、1の「身体の移動を主とする基礎運動」は、

8 種類のステップやターン等の運動で、たとえば

「（1）ツウステップによる前進・後進・側進・斜め

前後進・回転」が示されている。このステップの解

説には、「直線上または曲線上を、前や、後や、側や、

斜め前後に進む。またみずから回転しながら進む。」

と記されている。また、「(1)徒手体操の柔軟度を養

う運動と関連して行わせる。(2)個定した要領だけで

行わず、部分から全身へ、単独から総合へと進め、

さらにテンポ・強弱・アクセント等のリズム的変化

を加えて豊富に経験させる。」とあることから基礎運

動として示されているものの、１つの動きから発展

させ、動きのバリエーションを広げようとしている。

この基礎運動は、ドゥプラーの流れをくむロックハ

ートの著書  31)（1974）に基本的な移動運動

（Locomotor movement）とその場での運動

（Non-locomotor movement）として示されており、

ダンスの技術を構造化した示し方が類似している。 

次に、2の「身体の柔軟度を養う基礎運動」では、

「この基礎運動は、柔軟な、そして自由自在に動き

（観察） 

→話し合い 

→特徴を捉えて表現する 

→グループで構想に従って即興で表現する 

→話し合い 

→動きを改める 

→グループごと発表 

→鑑賞 

図3 「波」の指導例における創作の流れ 

（昭和24年） 
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うる身体をつくるために行うもので、徒手体操の柔

軟度を養う運動と関連しながら、手・足・胴体の緊

張・解緊・振動・回旋等の運動を、合理的・有機的

な運動になるように導くことが必要である。」と解説

されている。これらの動きは、伊澤エイが学校体育

指導要綱で記した「自然運動」の運動分類と類似し

ている。 

さらに、3 の「生活経験から取材しての表現」で

は、「表現とは内面的な心的活動を、外部的・客観

的・具体的なものに表わす働きであるが、ダンスに

おける表現は，単に表わすという事にとどまること

なく、いかに美的に表わすかという点に進まなけれ

ばならない。」と解説している。この基礎運動中に、

「（1）倒れる」「（2）起きる」という動きが例示さ

れている。これらは、前述したロックハートの著書

の中に、立位をとりその場で行う基本運動として「バ

ックフォール」（図4）と「サイドフォール」として

示されている動きと類似している。これらのことか

ら、編集に携わった戸倉ハルらが欧米のダンス理論

を研究して活かしていることが見て取れる。 

そして、4の「既成作品による表現」では、「創作

力・表現力・鑑賞力をより高めるための手段として、

優秀な既成の作品を選択して踊らせる。」とあり、既

成作品を行うことが表現力を高めるとする立場をと

っている。しかし、「既成作品」の練習は必要としな

がらも、指導上の注意として「あくまでも生徒の創

作力・表現力・鑑賞力を養うためのものとして与え

るものであることを忘れず、その与える量にじゅう

ぶん留意する。」と記述されており、その習得が最終

目的ではないことを明確にしている。 

最後に、5の「作品創作」では、「今日におけるダ

ンスの創作法としては、1つのテーマをもとにして、

各人・各自にぴったりした動きを生み出し、それを

整理・構成して創造的に律動的に表現する方法以外

にないが、その方法としてまず簡単な運動をもとに

した作品的なものを作ることから、しだいに主題を

与えたり、歌曲・リズム等によって手がかりを与え

能力に応じた部分創作等の段階を経て、最後にみず

から主題を選び、作品を構成するように進めること

が適当であろう。」と創作の手順について解説してい

る。また、指導上の注意として「(1) 生徒の能力に

即して適切な方法で作品を創作させ、決して無理な

要求をしてはならない。」と記述しており、段階的な

指導の必要性を示している。 

(4) 小学校学習指導要領体育科編（試案）昭和28年

（1953）改訂版 32) 

教科としての体育の方針は，変わっていないもの

の、目標・発達・必要・学習内容間に一貫性をもた

せ、運動群について新たな観点から特徴によってま

とめる改訂がなされている。 

ダンスについては、発達段階に応じリズムや身振

りの遊びとリズム運動として学習内容が示されてい

る。また、ダンスの種類として、「歌を伴う郷土的遊

びとフォークダンス」と「模倣と基礎的リズム・経

験の表現と基礎的リズム」に大別され、フォークダ

ンス系と表現系が明確に分けられている（表2）。 

また、「フォークダンス（歌を伴う郷土的遊び）

動きの進行 

図4 バックフォール（ロックハート、1974） 

表2 昭和28年小学校学習指導要領試案改訂版の 

ダンスの内容 

 

リズムや身振りの 

遊び 

リズム 

運動 

低学年 中学年 高学年 

フォークダンス

系（型を覚えて

行う遊びや動

き） 

歌を伴う郷

土的遊び 

歌を伴う郷

土的遊び

とフオーク

ダンス 

フォーク 

ダンス 

表現系（よりよ

い表現を生む

ための手がか

り） 

模倣と基

礎リズム 

模倣と基

礎リズム 

経験の表

現と基礎リ

ズム 
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では、これらはだいたい定まった型をもっており、

その型をおぼえることによって日常生活の遊びとし

て活用されるもので、経験の表現と基礎リズム（模

倣と基礎リズム）では、美的表現の経験と，その技

能を深めるものである。基礎リズムは、主として表

現と結びついて、よりよい表現を生むための手がか

りとするものである」とされている。現在において

も、フォークダンスやクラシックバレエ等は型のあ

るダンスとして、表現系のダンスは型のないダンス

としておおむね理解されている。 

(5) 高等学校学習指導要領保健体育科編昭和 31 年

（1956）改訂版 33)  

ダンスにはこれまでと同様に、内容として「1 基

礎運動」、「2 応用運動」（表現法）、「3 作品創作」

が示されている（表 3）。まず、1 の基本運動では、

振動、波動、屈伸、跳躍、捻転、回転、倒、平均を

取り上げている。これは昭和 26 年の中学校高等学

校学習指導要領(試案)において「身体の柔軟度を養

う基礎運動」として示された動きと類似している。

また、同年の試案で示された「身体の移動を主とす

る基礎運動」はここでは示されず、基礎運動を「速

度の変化」､「強度の変化」､「拍子およびリズムの

変化」､「移動方向の変化」により表現に必要な動き

を獲得させようとするものと考えられる。 

次に、2の応用運動では、「基礎運動を活用して自

然、生活事象、芸術や思想・感情などから取材した

内容を表現する」としている。表現は具体的なもの

から抽象的なものへ進めることが示されているとい

える。また、「必要に応じ既成作品によって各種の表

現方法を知る。」とし、身体の動きの美しさを主とし

たもの（例「ファウースト」「律動」）等の3つに類

型化されて既成作品が示されている。 

さて、上記に取り上げた学習指導要領の次に改訂

された昭和33年の小学校学習指導要領（1958）34)、

中学校学習指導要領 35)、昭和 35 年の高等学校学習

指導要領（1960）36) には、既成作品は示されておら

ず、既成作品に関する記述もない。また、基礎運動

という枠組みとしては示さず、表現の１つの内容と

して、「4人ないし8人または他のグループと関係を

もって、歩・走、屈伸、回旋、回転、振動、平均、

倒、波動などの 1，2，3，4，6，8拍動作を強度や

連続を変え、また相手と対応して行う。前後・左右・

斜めに移動したり、回ったりする。」が小学校から段

階的に示されている。この動きは、昭和 31 年の改

訂版の基礎運動と内容的には同じで、基礎的な動き

をリズミカルに行いながら、動きを変化させる経験

を通して、動きの幅を広げ創作に活かそうとしてい

るといえる。 

既成作品がなくなったことは、ダンスを模倣する

ことによって創作につなげるという考え方に否定的

であるためと考えられる。これは、コルビーの主張

である「自然な動きを用いた子ども達の自由な表現

を重視する」というアメリカの当初の創作ダンスの

思想が反映されている。 

大橋 1) は、模倣について、「ダンス教育においても、

指導者（他者）の動きを写す模倣は、たとえ他者に

よって既に実現されたようにみえるとしても、模倣

を行う人がプロセスを通じて身につける技術として

のある特定の能力や技法が重要であり、学びの原典

としての表現の基本を身に付けるための基礎をなす

活動としてそのプロセスの重要性が理解できるであ

ろう。」と述べ、ダンス教育における模倣を重要なも

のとして捉えている。 

また、ラバンの弟子のプレストン 37)（1976）は、

指導者がクラスに積極的に参加してほしいと希望す

るときの動きの提示方法の１つに「模倣」（観察して

行う方法）を挙げており、提示方法の工夫によって

動きの経験が少ない者の動きの幅を広げることに貢

献すると考えられる。 

表3 昭和31年の高等学校学習指導要領改訂版の内容

1 基礎運動  基礎運動は次の1と2を含む各種の運

動を簡単なものから複雑なものへ進める。 

振動、波動、

屈伸、跳躍、 

捻転回転、倒

平均 

速度の変化……速く，普通，遅く 

強度の変化……強く，普通，弱く 

拍子およびリズムの変化…2，3，4，6拍

子各種のリズム 

移動方向の変化…前，後，側，斜，回転 

2 応用運動（表現法） 

必要に応じ既成作品によって各種の表現方法を知る。 

3 作品の創作  

※一部省略して記載 
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5 動きの質（エフォート）を手がかりに
した創作ダンス 

昭和43年の小学校学習指導要領（1968）38) には、

昭和 33 年の小学校学習指導要領とは異なる特徴が

ある。それは、ラバンの理論でダンスの3つの要素

「力」、「空間」、「時間」の組み合わせによりできる

8つの動きの質（エフォート）8)（表4）が多様な感

じとして多く取り入れられている点である（表 5）。

身近な生活の題材の特徴を捉えたり、表わしたいテ

ーマにふさわしいイメージを捉え、動きを創出する

際に活用できるといえる。イメージを捉えて動くた

めの動きの例として、様々な性質をもつ題材が多様

な感じとして示されている（表6）。 

 

表4 8つの動きの質（エフォート）（プレストン） 

動きの質 力 空間 時間 

① Float 漂う 弱い 曲線 継続 

② Glide 滑る 弱い 直線 継続 

③ Wring 絞る 強い 曲線 継続 

④ Flick はじく 弱い 曲線 突発 

⑤ Slashむち打つ 強い 曲線 突発 

⑥ Dab 軽いたたき 弱い 直線 突発 

⑦ Press 押す 強い 直線 継続 

⑧ Thrust突く 強い 直線 突発 

 

表5 学習指導要領における多様な感じに関する 

記述（昭和43年小学校学習指導要領から） 

（①～⑧は、表5の動きの質） 

 学年 多様な感じ(動きの質)を示す記述 

昭 

和

43

年

小

学

校 

3年 細かく早い動き          ⑥ 

大きくゆっくりした動き      ③ 

4年 時計(とけい)のようにかたい感じ  ⑧ 

5年 かたい機械的な感じ        ⑧ 

作業が進行してゆく力強い感じ   ③ 

舞い上がり吹き飛ばされる感じ   ① 

わき上がり沸騰する感じ      ⑤ 

二つの力が激しくぶつかりあう感じ ⑧ 

規則正しく脈打つ感じ       ⑥ 

6年 力強くのびるような感じ      ⑦ 

やわらかく流れるような感じ    ① 

表6 学習指導要領における多様な感じの記述(平成

20年と29年の小学校・中学校学習指導要領解

説から） 

 学年 多様な感じ(動きの質)を 

示す記述 

平成20年

小学校 

1，2年 カマキリが敵と戦う 

サメが襲ってくる 

○○探検追いつ追われつ、 

戦い・対決 

3，4年 激しい感じ（満員電車、火

山の爆発、難破船、稲妻が

走る） 

5，6年 激しい感じや急変する感

じ 

平成20年

中学校 

1，2年 多様な感じ（激しい、急変

する、軽快な、やわらかい、

鋭い） 

3年 多様な感じ（静かな、落ち

着いた、重々しい、力強い） 

平成29年

小学校 

1，2年 速さに変化がある題材（カ

マキリがゆっくり近づき

戦う、コーヒーカップがゆ

っくり早く回る、サメが襲

ってくる、急カーブの連続

だ） 

3，4年 身近な生活からの題材（料

理、洗濯物1日の生活、ス

ポーツ） 

5，6年 空想の世界からの題材（素 

早く動いて止まる、忍び込

む、対決） 

平成29年

中学校 

1，2年 多様な感じ（激しい，急変

する，軽快な，柔らかい，

鋭い など） 

3年 多様な感じ（静かな，落ち

着いた，重々しい，力強い 

など） 
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平成 20 年の小学校学習指導要領解説（2008）39)

では、「力強い」動きや「急変する」、「戦い」等の例

示が多くなっており、「やわらかい」や「ゆっくり」

はみられない。 

さらに、平成 29 年の小学校学習指導要領解説

（2017）40) は、「ゆっくり」な動きの例が示されて

おりダンスの3要素の「時間」の観点でバランスが

よくなっている。中学校では、平成 20 年学習指導

要領解説 41)、平成 29年学習指導要領解説 42) ともに

多様な感じとして「軽快な」、「やわらかい」、「落ち

着いた」等の動きの質を「激しい」、「急変する」等

の動きと対照的に例示している。 

ここに示された動きの質は、表現や創作のために

大いに手がかりとなるが、学習指導要領解説の例示

という位置づけで記載されており、内容の位置づけ

としては弱いといえる。 

 

6 リズミカルな運動と創作ダンスの関係 

昭和 22 年の学校体育指導要綱で表現や創作ダン

スを学習する際に示されてきた基礎運動の中のリズ

ミカルな運動は、昭和 43 年の小学校学習指導要領

からダンスと切り離され、体操として行うことにな

る。また、平成元年(1989)の学習指導要領にはリズ

ミカルな運動や律動的な運動という文言はダンスに

も体操の領域にもなくなっている。平成 10 年から

は体操が体つくり運動にとって代わり、その中の体

ほぐしの運動に律動的な運動が再度記述されている。

ところが平成 29 年の学習指導要領では、体ほぐし

の運動から律動的な運動の文言がなくなり、ダンス

の領域の現代的なリズムのダンスにのみ、「リズムに

乗って全身で踊ること」という文言が入る。 

すなわち、リズミカルな動きは創作ダンスにも必

要なものであるのに示されておらず、学習指導要領

における創作ダンスとリズムの関係は希薄になって

いる。 

松尾 43)（2015）は、「そもそも、戦後、リズムは

表現系ダンスの主要な概念として論じられてきた経

緯があり、『リズムダンス・現代的なリズムのダンス』

が学校体育に導入された当初も、『創作ダンス』に関

して、リズムや律動といった文言を用いて論議がな

されていた。しかし、現行の学習指導要領などにお

いては、表現系ダンスに関してリズムの文言が一切

みられず、従前の学習指導要領などとの齟齬をきた

していると考えられる。」と問題提起している。 

また、律動遊戯（行進遊戯）考案した土川は、「音

楽によって快感を得、動作によって快感を得、動作

とリズムが合体することによって快感を得る。そこ

から愉快な気持ちが生ずるのである」23)（大沼、

2007）とダンスにおけるリズムの重要性について述

べている。 

さらに、松本（1980）44) はリズムを「運動を効率

よくし、美しさを作り出す原初的な性質で、力性、

空間性、時間性のすべてに関わるもの」としている。

加えて、「舞踊運動は、舞踊に用いられる運動のこと

で、美的で、独自のリズムをもつ表現的な運動」と

説明している。 

栫（2018）45) は、表現系ダンスの技能評価観点構

造図第2版を作成し、その中で、技能として「メリ

ハリ」や「誇張」、「全身を極限まで動かす」等をあ

げており、これらの評価の観点は、リズムとの関係

の中で語ることが望まれるものである。 

したがって、表現や創作ダンスにおいて、豊かな

表現を行うためにはリズムとの関係は深く切り離せ

ない。 

 

7 新たな創作過程「即興表現」 

「即興的に踊る」という内容が、平成 20 年中学

校学習指導要領 46) から、次の改訂では、平成 29年

の小学校学習指導要領 47) の5，6年から、「変化のあ

るひとまとまりの表現にして踊る（または作品創

作）」ことと並列して示されている（図5）。 

即興とは、「現在に集中し、心に思い浮かぶ思い

もしくは構想にそのまま従ってそれを外に現実化し

ていくこと」と定義され 48)（佐々木、1995）、即興

ダンスとは、「今この瞬間に自分が感じることを今こ

の瞬間の場・状況に従って身体を即興表現に通して

表現すること」としている 49)（中野ら、2012）。そ

のため、即興表現により、身近な生活を題材にして

特徴を捉えたり、多様なテーマから表わしたいイメ

ージをもったりして、そこから動きが創出されるま

での時間が短縮され、即興表現は創作活動における

即時性を重視した活動といえる。 
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図5 即興表現と作品創作の関係（平成29年の中学校学習指導要領から作成） 

 

昭和 24 年の学習指導要領小学校体育編（試案）

で示した（図 2）ように、ダンスの創作活動には生

徒同士の話し合いの過程が欠かせない。「新学習指導

要領に基づく中学校向け「ダンス」リーフレット」

50)（文部科学省、2011）には、教員からの想定質問

として「創作活動で、座り込んだ話し合いになり、

創作が進まない時はどうしたらよいですか？」があ

げられている。このことから、話し合いの時間が長

くなり動く時間が少なくなるという創作過程の問題

があるため即時性が求められているとも推察され、

即興表現が課題解決の手立てになる可能性がある。 

大橋 1)（2016）は、ダンスにおける即興を3つの

発現域から「純粋即興」、「探索時即興」、「演舞時即

興」として示した。純粋即興は、即興＝作品であり、

凝縮した形で身体が思考する1回きりの体験であっ

たのに対し、探索時即興については、長い時間をか

けて、多様な1回ずつの動きの試行錯誤、つまり身

体の反復を通して吟味し決定しながら、作品を定着

していく経験としている。また、ダンス創作のすべ

ての活動の基盤に即興があり、即興表現と作品創作

を2つの活動としてとらえることは、その意味を偏

狭なものにしてしまう可能性があるとしている。 

また、渡沼（2010）51) は、「即興には様々なやり

方、スタイル、方法があり、即興といってもその種

類によって多様な意義をもつ」としている。特に即

興には、前提条件（どんな力量のダンサーなのか）

と展開を規定する条件（どんな状況で踊るのか）を

精緻化する必要があるとしている。 

さらに、舞踊家である山田せつ子は「まず、即興

は子どもでもいいが、即興を生かした作品創作は、

自分を見つめることができる 18 歳（大学生）以上

が望ましいと考えている。」52)（細川、2010）と述

べており、指導方法の工夫により学校においても効

果を期待できるものと捉えている。 

今後、即興表現の捉え方や即興表現と作品創作と 

の関係を検討しながら、児童生徒の発達段階に合

わせた指導方法の開発が必要である。 

 

8 まとめ 

学校体育における創作ダンスは、欧米の影響を受

け昭和 22 年の学校体育指導要綱から始まり新学習

指導要領に至るまで、児童生徒の自由な発想をもと

にダンスを創作するという創作の過程を大事にする

型のないダンスを行ってきている。昭和 33 年の学

習指導要領以降は、既成作品や指導者の動きの模倣

を、昭和 43 年以降は音楽と一体となったリズミカ

ルな動き等を手がかりとして示すことを一貫して避

けてきている。その上、平成 29 年の学習指導要領

にダンスの創作の過程として新たに即興表現が明確

に位置づけられている。その結果、体育指導者の抱

える創作ダンスの指導のしづらさは、解決に向かっ

ているとは思えない。 

しかし、ラバンの動きの質を多様な感じとして、

新学習指導要領解説には前の学習指導要領解説に比

べて充実した内容として示していることは、指導者

にとって大いに手がかりとなる。 

太田 4)（2009）は、戦後まもなくの時期の体育実

践家や舞踊家たちの創作ダンスへの立場を明確にし、

次のように述べている。「体育実践家の多くは、段階

的に舞踊的身体を育成することを目指し、創作ダン

スに至るまでのステップとしてリズム訓練、既成作

品、自然運動といった教材を評価した。それに対し

多様なテーマから表わしたいイメージを捉える 

変化のあるひとまとまりの表現にして踊る 

（作品創作） 
動きに変化を付けて即興的に表現する 

従来の創作過程① 

新しい創作過程② 
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て舞踊家と一部の体育実践家は、他の教材について

はほとんど語らず『創作ダンス』のみを全面に押し

だし、新たな芸術的ダンス教育を展開させようとし

た。」昭和20年代の学習指導要領の改訂に見られた

基礎運動や既成作品が、昭和 33 年以降の学習指導

要領に記述がないことの理由がうかがえる。 

我が国の創作ダンスは、「運動教育的側面」を重

視したイギリスに根づいたラバンの理論よりも、「芸

術教育的側面」を重視 7)（櫛田、2007）したコルビ

ーから始まりドゥプラーに継承されたアメリカの理

論を重視してきている。松本は、昭和 28 年の小学

校学習指導要領の試案の編集委員を務めており、ド

ゥプラーの著書の訳者後書き（1974）として次のよ

うに述べている。「イギリスの舞踊教育・ドイツの舞

踊教育とここ（ウィスコンシン大学）とを比較し、

アメリカの大学における舞踊の充実、その細密な内

容の分化を改めて認識せざるを得なかった。イギリ

スと日本が下からの舞踊創造教育に発したとみるな

ら、アメリカは上から下へ向かう教育―大学舞踊の

実績にその特色をもつものと思われた。」53) アメリ

カの舞踊教育への憧憬を感じさせる記述であるが、

アメリカの理論は、運動とあらゆる感情と思想を統

一する 53)（ドゥプラー、1974）という崇高な芸術の

域を目指すもので、難解さを感じさせ学校体育の目

標とは馴染まないところがある。 

故に我が国の学校体育においては、発達段階に合

わせた創作の手がかりをしっかり提示した方が学習

しやすい。たとえば、既成作品の中の感じのよい部

分を取り出したり、指導者が基になる動きを提示し

たりして、模倣させる中で自分なりの動きの感じを

習得させていく。また、小学校で力強い動きや速い

動き中心に表現させるだけではなく、動きの質（エ

フォート）を幅広く経験を積ませたり、創作の際に

なぜその動きが選択されたのかという振り返りをさ

せ、動きの質を知識として獲得させたりすることな

どが必要であると考えられる。このような学習によ

り動きへの意識が高まり、動きの幅が広がり、動き

づくりや即興表現につながることが期待できる。 
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